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絵本の中のマイノリティ
一幼児に対する福祉教育の教材としての可能性を求めて-
i はじめに
子どもの成長に果たす絵本の役割が極めて大き
いことは疑う余地のないことであり，これまで絵
本に!却する数多くの実践的，出論的研究が多岐に
わたる分野で行われてきた。幼児教育や家庭教育
において，絵本は子どもの発達を保障するために
欠かすことのできない存在であり，良い絵本の紹
介や選び万について多くの書物，雑誌が出版され
ている(例えば， 1=本子どもの本研究会絵本研究
部， 1989;清水， 1984， 1985;全国学校図書館協
議会， 1993)。
わが国で出版される絵本は，高度な印刷i技術や
製本技術を背景としているために完成度が高く，
役界的にも注目されている。しかし 1-1=本の絵
本はイラストが!二手でとてもレベルが高いが，内
容で、は，障害者や離婚家庭などの社会的問題が
絵本の限界からシャットアウトされていることを
強く感じる」という在日外国人の感惣もある(ジュ
リア・カセム， 1991)。確かに，アメリカ合衆国
において出版されている絵本には，障害者，少数
民族，難病やエイズなどの病気の人，高齢者など
の社会的マイノリティが，主人公として，また背
として(ストー 1)ーと関係のない通行人として
など)設場することが多い。この傾向は絵本だけ
ではなく，一般の書物やテレビドラマ・ i決理1など
にも共通していると言われている。 国際障害者年
iミ!本推進協議会(1983)は，マスコミュニケーショ
ンにおいて「障害者を，家庭やi殿場，学校あるい
は余暇を楽しむ場といったあらゆる場面で描くこ
と，障害者を主題とする作品だけでなく，マスメ
ディアの作品の中に出てくる一員として，障害者
を仲間に入れること」などを提言している。 日本
では最近になって，障害児や高齢者が主人公とし
て取りとげられるようになったのが現状である。
筆者はこれまでに，障害児・者やエイズ感染者
に関する盟解教育についての一連の研究を行って
筑波大学徳 1 克
きた(徳11， 1988， 1990， 1991， 1992， 1993)。
その I~]で，好意的な態度と適切な認識の形成のた
めには，幼児期からの取り組みが不可欠であるこ
とを確認している。
万法論的にも，オーソ 1)ティの講義を聞く }j法，
障害見・者と直接接触する方法，映像をnJいる方
法，施設や学校の見学を行う方法，ボランティア
活動に参加する方法，障害のシミュレーション体
験法，読書による方法などのいくつかの方法を開
発し，その態度変容効果を確かめている。
本論文では，教育現場の指導者，保育者，母親
が日常的に行っている方法である絵本の読みlij'Jか
せを用いて，社会的マイノリティに関する問解を
促進するための福祉教育の方法論を検討してみた
いと考えた。
呉体的には，以下のことについて検討を行った。
①日本児童図書出版協会の会員社をi十!心として，
絵本を出版している出版社に対して，社会的マ
イノリティを題材にした，あるいはそれらが登
場する絵本の実態調査を行なう。
②出版社から紹介のあった絵本を入手し，話~i読者
や内容について，整理，要約する。
③今回収り上げる絵本の福祉教育の教材としての
有効性を検討する。
E 方法
(1 ) 調査対象
絵本を出版している出版社29社に対して，社会
的マイノリティが登場する絵本に関する調査を実
施した。そのうち回答があったのは，あかね書房，
秋書房，あすなろ書房，アリス館，岩崎書=J苫， I正
文社，1.皆j哀をL学習研究社， 1交成出版社，講談社，
集英社，主婦と生活社，小学館，大日本絵画，童
心社，農IJ漁村文化協会，ひさかたチャイルド，
福音館書j吉， PHP研究所，富山房，文化出版局，
文研出版，平凡社，ほるぷ出版，ポプラ社，祐学
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t'~' リブ 1)オ出版の27fiであった。したがって回
収率は93.1%となる。
(2) 調査内容と手続き
調査対象に，以|ごの文書を送付し調査を依
頼した。
「私は iMt苫を持った人や高齢者， Jsft治性の病
気の人などの，社会の1]のマイノリティの方々に
ついの社会的感蒙と福祉教育」に|犯して研究をし
ている者です。障害者や高齢者のm~WI{促進のため
には，子どもの出からの教育が必要であると考え，
福祉教育のための教材の整備をおこなっていかな
くてはならないと感じています。そこで今回，福
祉教育の教材としてq:Jl ¥ることができる|絵本|
を調査し， l ¥くつかの視点で、分類・整出したリス
トを作成したいと考えております。
貴社においてご1¥版なさっている絵本の中で，
防害児や障害者，高齢者，病気や慌我の人，外国
人，貧!主i者などの日本社会におけるマイノリティ
の人が登場するものがございましたら，ぜひご紹
介戴きたく思っております。ご紹介 f'さった絵本
は，早速j詩人させて戴くつもりです。 J 
iV，li]査対象れーからのあった絵本のリストにし
たがって，それらすべてを発注したが，絶j版坂，♂
切れ， 1塙首卯!品刷日ぷ副訓;1可lリ未定なとど、のものカがく叶"数j点主あり， それら
を除いた70点が入手できた。
(3) 調査JOJIl¥J
本調査は， 1992年 1 月 ~1993年]月にかけて実
砲された。
1 結果
入手した70点の絵本のうち，幼児から小学校低
学年の子どものための，社会的マイノリティの理
解lこ役立つ教材として活用できる可能性のあるも
のを選択するために，三{土者と筑波大学の学生 3名
(心身障害学専攻 2名，児意文学専攻 1:gj)の
4名がそれらの絵本を読み，おのおの福校教育の
教材として~宣切であると主HdlÎ した本を挙げた。そ
の結果， 70点のうち 51点がどの ~iF幅IÎ者にも共通し
て適切であると ~;F fIIlî された。
その5]点の絵本を主主湯人物の特徴によって分類
した結栄， ，与を持つ人や動物が登場する絵本 1
26点 I高齢者や年をとった動物jが登場する絵本 J
13点病気・係我の人や動物が登l易ーする絵本 i
6点まわりと異なる特徴を持っている動物か
念場する絵本! 6点となった。 以←|ごに，それらの
本の簡単な内容を示す。
*障害を持つ人や動物が登場する絵本
このジャンルの絵本で、は，主人公!とi身や主人公
と直接かかわる登場者がl埠害を持っている内容で
あるか，あるいは障害を持っている子どもの日常
生活や学校生活の解説っき写真絵本が仁|一!心であ
る。
i守i筈ffiJ;ljでは知的昨季子11点， )J支体不 I~I 1:1: 7 
7 聴覚障害 l点であった。 cj一l学生以
上の一一 A般人を対象にした布i校教育ーの rtJ~)~~î，からする
である肢体不自由者(車いす
を含む)や富導犬. I~I 杖を持つ視覚障害者は題材
として取りあげられやすいが， ー般の人の共通認
識に乏しいと考えられる知的l障害については教材
の内容の選択や方法論の点で本1初:'<Jな福ネlL教育的
取り組みが困難なことが多い。今回の調査結果を
みると，作者は般られているとはいえ， ~III:'(]障害
にi認する絵本が最も多く，積極的な活用が期待で
きる。
また以下の 1)ストの最初に挙げた， _L-.JJ支障害児
が主人公である「さっちゃんのまほうのてJは，
約20万部がIに出ている実績のある絵本であり，
新聞や雑誌等で紹介される機会も多い。実際にこ
の本を用いてのi母子喜朗解教育が，障害児を受け入
れて統合保育や統合教育をしている幼稚園，保育
所，小学校において行われている。 障害者に対す
るj寺定的な態度の形成や好意的な方向への態度変
容を促進するためには，そのメッセージの与え手
は受け手と同じ社会的境遇にいることが重要であ
ることがJ旋認されているが (!¥ltman，198] 徳
田， 1988)，その点についても『さっちゃんのま
ほうのでJをはじめとする今回リストアップした
絵本の多くは，主人公がえ7]椎m~1児などの読み手と
同じステイタスを持つ子ーどもであり，福祉教育の
教材として効果的で、あると考えられる。
『さっちゃんのまほうのでJ製作 日対日i精一・野
辺明子-正;沢小夜子
先天性i主1)]支障害児父j手の会/借成社
先天 I~J守に右の手の指が欠損しているさっちゃん
が幼稚園で、友達にからかわれ，幼稚園に行くのが
???
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嫌になるが，母:親や父親のかかわりによって，自
分なりに右手のことを受け入れるようになって行
く話。
日1tも矢口らない』作 灰谷健次郎・絵 長谷川集
平/あかね書房
まりこという脳性マヒの子どもがIlITの中を歩き
ながら地域の人達とふれ合っていく話。
『ベトちゃんとドクちゃんからのてがみ』文 松
谷みよ子・ il 井口文秀/意心社
ベトとドクというベトナムの結合体児の分離手
術までの話。 戦争の悲惨さも表現。
『わたしたちのトビアスj]Kif セシリア=スベド
ベリ 作 トビアスの兄姉 ヨルゲン カロ
リーナ ウルリーカ ヨハンナ FR 1r I材
子/借成主L
『わたしたちのトビアス 大きくなるJ編 ポー
・スベドベリ 作 トビアスの兄弟訳ビヤ
ネール多美子/借成社
トビアスという障害児が生まれた家族の話。!埠
ある人も，ない人も一緒にいるのが当たり前
であり，それによってお互いを良く知ることがで
きるという内容。
『ボスがきた』文)~~島克美絵竹内雅}聞編
福井達~f~/{皆成社
犬のボスと知的障害のいちろうの話。ボスが死
に，いちろうは死について考える。
「みんなみんなぼくのともだちJ文 福井義人・
編福井達~I~/借成社
知的障害の施設で先生をしている両親を持ち，
知的障害の子ども達とー絡に育ってきた義人(健
9'2，)の話。
『うさぎぐみとこぐまぐみ』 かこさとし心の本/
ポプラ社
保育園で統合教育を受けるショウタというダウ
ン症児の話。
『ほおずきならそJ作 大塚{rl!行/童心社
仰を話しかけても笑うだけのヨーサクと村の子
どもたちのふれあい。村人からヨーサクが斐銭泥
棒のぬれぎぬをきせられ，ヨーサクはいなくなっ
てしまう。
f雨のにおい星の声』文赤意久・絵鈴木義
治/小IIJ筆書J~~~
盲目の子どもたちがまわりの世界を感じ取ろう
とする内容。詩的。
「こわいことなんかあらへんJ編 福井達雨・絵
正美/借成社
統合教育を受けている，やょいという知的障害
の子どもが「こわいJIきたない」といじめられ
るがある子どもがそれをかばう話。
『はしれムンシ-!編 福井述~I~/借成社
飼い主からじゃま者扱いされた子犬のムンシー
が， )ll'j';)障害の胞設で子どもたちと一緒に暮らし
ていく話。
1I 5にんのぼく 5にんめのぼく Jかこさとしの
からだとこころのえほん10/農文協
これから iす生活を送らなければならない幼
稚底19~の i ぼく」は，自分が 5 人いたら「ぼく J
を手術してくれた先生のような偉い学者，サッ
カー選手，探検家，野球選手， f愛しい看護婦さん
をお嫁にもらうだんなさんになりたいという話。
「あつおのぼうけん』作 田島征彦 吉村敬子/
章j心社
養護学校の E~)年生のあっおの冒険の話。仲良く
なった友達(健常児)を助ける内容。
『おんぶ』作・絵 はらみちお/岩崎害応
イタチのタッチと歩くことができない友達のケ
ンの話。タッチもケンのように，いつもお母さん
におんぶされたいが，ケンが歩けないことをう訂り，
自分が恥ずかしくなる。
『およげなかったかもJ文 福井達雨・絵 j上揚
学園の子どもたち/借成社
知的障害の施設である止揚学閣の， I!鳴が好きな
のぶひこという男の子の話。
『もうどうけん ドリーナJ監修 日紫喜均三
作 二仁田ヒロミ/福音書書出
盲導犬ドリーナが産まれて，訓練によって視覚
障害者のために働くようになるまでを写真によっ
てつづった写真絵本。カラー版。
『クイールはもうどう犬になった』文 こわせた
まみ写真秋元良平/ひさかたチャイルド
言導犬ド、リーナが産まれて，訓練によって視覚
障害者のために働くようになるまでを写真によっ
てつづった写真絵本。白黒版。
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『掌の中の宇宙-視覚障害児の学校生活から学ぶ
-J]編西村陽平・成子良子写真西村陽
平/借成社
徳川克己
視覚障害児の学校生活の]コマ
つづった写真集。子どもたちの/七き
が印象的である。 I~] 思版。
r見たことないもの作ろう j ネ弘視j克tむ1党主引i降埠筈児のr刊作|ド;J
から学ぶj*結偏編J長晶Il I凶1旦出L討i村i陽湯工平|ド三/{借i十背，寺5引j成或ネ材社j土L A 
視党障害児が粘土をj干!いて作成した作品の写真
子どもが真剣な表情をして作成する依子がよ
くわかる。 I~] 黒)坂。
r友だちたくさんできるかな?~全富児かずくん
のねがい J編・写真 ビヤネール多美子/借
成長1:
全自児かずくんの幼稚i弱から 8年1mの統合保
育，交流教育の記録:写真集。 I~] 黒版。
!r'指で見るJ文・写真 トーマス・ベリイマン
訳 ビヤネール多美子/借成社
古学校の子どもたちの学校生活をつづった
集。商人間!時計ーなどの視覚障害を補償する恭呉の
紛介もある。 1-'=1;去版。
わたし，立がきこえないのJ文・写真 トーマ
ス・ベリイマン 訳石井合志子/借成社
生まれっき舷覚障害を持つ 6歳の少女カロリーナ
の学校生活， Iミ生活をつづ、った写真集。 白黒版。
なぜ， I~l をつぶるの?一このすばらしい愛と協
力のきずな~文・写真 トーマス・ベリイマ
ン訳 ビヤネ-)[_，多美子/倍成長L
ストックホルムの障害児の訓練のための， リハ
ビリテーションセンターでの子どもたちの機能訓
練の依子をつづ、った J弓'真集。 I~~I 黒版。
1:'だれが わたしたちをわかってくれるの』文・
トーマス・ベリイマン 訳 ビヤネー)[_，
多美子/借成社
を十!j:つふたりの幼い姉妹の日常生活をつ
づった写真集。子どもたちの明るい表情が印象的。
によって
1:'=1黒板。
いすのマティアス)と・写真 トーマス・べ
1)イマン訳 ビヤネ-)[_，多美子/借成社
iJ凶作マヒ児であり， 1J'党l埠害をあわせ持つマ
ティアスの [1常生活をつづった写真集。 (1思版。
*高齢者やをとった動物1)が笠場する絵本
このジャンルの絵本は，高齢者に対する忠liや
りを求めるものと老人性痴呆に関するflH併を:Jとめ
るものに大)JIできる。とちらも，来たるべき l高齢
化社会に俄えて意識しておかなければならない内
容である。登場人物によって分類すると，おばあ
さんが 8点、，おじいさんが 5点であった。
「おばあちゃんJ作 大森真貴乃/ほるぷ出版
働き者でしっかり者のおあばちゃんが怪我を
きっかけに，痴呆となる話。家族の視点。
『ハーヨとおじいさんJ作 与出準一・匝if!_:i巻
茅子/童心社
子どもと高齢者のかかわり口話の仁j二1でおじいさ
んが倒れてしまう場面がある。
if';b、ば、あちゃんをすてちゃいやだ パキスタンの
むかしばなしより J 文福井迷~I~ 絵潟嶋純
子/借成社
パキスタンの砂漠の小さな村の姥捨ての風習の
話。役に立たない老人は遠くの砂漠に捨てるとい
う父殺に反発して，みんなで仲良く暮らすことが
一番であることを訴えた孫。
「足のかけらの誌かさり』作木暮正夫・絵遠
藤てるよ/岩1奇書
夏休みにおばあちゃんのところに遊びに行った
ミホとフキおばあちゃんの話。
fi'おばあちゃんのありがとう』作 ふりやかよこ/
文1i)f-!:I:¥町長
大きな家の出lにいつも思しijNiと一一緒に立って外
国の忠子さんからの手紙を待っている，独り暮ら
しのおばあさんと近所のみなちゃんの話。
「ばあちゃんのなつやすみJ作・絵 栴出俊作，
佳子/岩1時書Ji
東京から娘と孫がやってきて，おじいちゃん，
おばあちゃんと楽しい時間を過ごす話。
「ねんねしたおばあちゃんJかこさとし心の本/
ポプラ社
タミエがやさしいおばあちゃんに育てられてい
く話。突然おばあちゃんが倒れ，不帰の人となり、
おばあちゃんのお葬式を出す。
「ば、あちゃんのえんがわ』作・絵 野村たかあき/
講談社
ばあちゃんの縁側で，家族や近所の人，動物が
ふれ合っている話。
『おじいちゃんのまち』作・絵 野村たかあき/
講談社
おばあちゃんが亡くなってからもう一年もひと
り暮らしをしているおじいちゃんに，一緒に暮ら
???
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そうと誘う話。近所の人がおじいちゃんにいろい
ろと声をかけ，それを見た自分は「おじいちゃん
はこの街では独りぼっちじゃないんだ jというこ
とがわかった。
『がんばれゴロウ !J作 福田岩緒/文研出版
おじいさん犬のゴロウと「ほ、く」の話。 年来い
た者に対する思~ iやり。
「おばあちゃんの病気J作 森たかこ・絵 ，~~}j 1 
勲/岩1奇書応
1]断続Jlで倒れ，半身不随になったおばあちゃん
を看護する家族の話。現実的な対応がリアルに表
現されている。
『花びらIl寺古1-J作 やまなみけい・絵 こもりか
おる/岩崎書
小さな屋のおじいさんを，ねずみの親子，
ju1j， うみがめ，ふくろう，花の妖精が順番に元気
づける話。
『うん，なんとかしなくっちゃ!J作・絵 ふり
やかよこ/岩1奇書応
突然おばあさんが亡くなったおじいさんを元気
づけようとがんばる猫のピンタの話。
??
-怪我の人や動物が主主場する絵本
このジャンルの絵本は，病気や怪我の人に対す
る思し 1ゃりゃ筋ジストロフィー， Iさ111病などの特
定の病気に対する理解を求める内容である。
『びょうきじまん やまいくらべJかこさとしの
からだとこころのえほん 2/農文協
六人の病気の子どもが老人ホームに花を届けに
行く話。一人の子どもは進行性筋ジストロフィー
であった。 世の中には病気にかかっても，他人の
事を考えたり，生きている限を大切に過ごそうと
考えている人がいるという内容。
『おっぱいさよならね』作 cl='島信子・絵 長谷
川知子/童心社
とむとけんの仲良しな兄弟の母親が乳ガンにな
る話。
『ねこかもね』作 なかえよしお・絵上野紀子/
文明:出版
のら jiii と'怪我をした IIU~の話。猫に助けられた II\!~
がおネしをする。
『チャーリー・ブラウン なぜなんだい? と
もだちがおもい病気になったとき -J作
チャールズ・ M.シュルツ 訳 寺田谷亮太/岩
チャー J)ー・ブラウンの友達のジャニスという
女の子が白血病で入院した。 頭にすてきなどンク
の1¥ヨ子をかぶってジャニスが学校に戻ってきた
が，いじめっ子がその帽子を取り上げると，彼女
の践の髪は一本もなかったo
fふゅのくまさん」文 ルース・クラフト・絵
エリッフ・ブレッグバッド、 訳 山1修治/ア
リス官官
枯れ木の上のほうに号|っかかっていた毛糸のく
まの縫いぐるみを助けて，洋1mを着せてクッショ
ンの上に鹿らせてあげた兄泊の話。
『がんとたたかう子どもたち』文・写真 トーマ
ス・ベリイマン 訳 ビヤネール多美子/借成
社
血液のがんである白血病に侵されたふたりの子
どもと両親の生活をつづ、った写真集。白黒版。
*まわりと巽なる特徴を持っている動物が登場す
る絵本
このジャンルの絵本には，まわりと異なる特徴
を持つためにいじめの対象になる動物が，努力に
よって，周囲に認められるといった内容が多く，
それが寓話的に表現されている。 1主1~ i象_jrつ
ぎはぎ色の象(黄色のクジラ II~I いラク夕、」は，
現実には，自子症，アザのある人，外国人などの
外見的特徴を持つ人にあたる。
童話の「みにくいあひるの子」も同様であるが，
この種のストーリーでは，まわりと異なる特徴を
持っている存在がいじめの対象となっており，そ
れを乗り}越えるためには潜在的な能力や特性(み
にくいあひるの子が本当は白鳥であること，白い
象が優しい心を持っているということ，黄色のク
ジラがたいへんな努力をすること)が必要である
ということを示唆している。この点に関しては，
社会的マイノリティを「常に一生懸命努力し続け
なくてはならない存在」ととらえているステレオ
タイプ的な考え方の影響があると言える。教材と
して利用する際にはこの点に十分に注意しなけれ
ばならない。
『ぞうのむらのそんちょうさん』 かこさとし
七色のおはなしえほん/借成社
? ?
?
??
?
徳 11 立己
象の村の仁i二!のたったの1:'い象の話。小さい
頃はいじめられていたが，優しい心を持っていた
ので，大きくなって村長になった。
「かわいいきいろのクジラちゃん』 かこさとし
心の本/ポプラ社
一頭だけ体の色が黄色のクジラの話。いじめら
れるが，がんば、って生きていく内容。
U' じろりじろり，~文 ディピッド、・マッキー・絵
原昌 /アリス館
s.IミCì 象と I~IC i象が戦争したが，それらの子孫の
象は灰色で，その後，みんな{I'良く暮らしたとい
っ話。
『ぞうのエルマ-j]文・絵 ディビッド、・マッキー
-訳安ï~fJ徹雄/ア 1) ス館
『またまたぞうのエルマ-j]文・絵 ディビッド
・マッキー・訳 安ï~徹雄/アリス館
ジャングルの象の詳れの仁1=に，他の象のような
色ではなく，いろいろな色のつぎはぎだらけの子
象エルマーがいた。そのことを悩んだエルマーが
身体の色を染めるが， ~I~で色が流され，他の象に
笑われる話。 uまたまた……Jは，その続編。
『しろいらくだJ作・文・絵 佐川美代太郎 / 
文明:出版
中央アジアの商人のキャラノくンのr:1]にいた
ユルングという歳をとった I~ いらくだの話。
1v まとめ
本稿では，幼児から小学校低学年の子どもに活
用することができる福祉教育教材としての絵本の
検討を行った。絵本には，マイノリティに対する
エチケットや知識を直接的に読者に与えるものと
マイノリティに関する事柄を寓話的に表したもの
があった。年齢の低い子どもにとっては，具体性
のある直接的な内容の絵本とマイノリティに隠す
る考え方が般イとする寓話的な絵本の両方が必要で
あると考えられる。ただしマイノリティには，特
異な外見的特徴を持ち，またそれによって周囲の
人が違和感や偏見を持つようになるケースがある
のでに子どもの場合には母:親や指導者はその
特徴(例えば障害者の持つ障害部位)を隠そう，
見せないようにしようとするのではなく，むしろ
どもの好奇心を満たすように，写真絵本を含め
た視覚的な情報を与えることが必要であると思わ
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れる。幼児期にそのような好奇心を持つことは当
然であり，子どもにそのことの罪悪感を持たせな
いようにしたい。子どものころに好奇心が満たさ
れることは，生慌にわたるマイノリティに対する
正しい認識が形成される第一歩となるのである
(国際的害者年日本推進協議会， 1983 ; Langer et 
a] . 1976)。
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SUMMARY 
The purpose of' this research was to clariLy the realities of the social minoriLies appearing in 
picture books pu blished in J apan. The in vesLlgation covered the 29 pu blishers pu blishing pic-
Lure books 27 01" Lherll responded. As a resuli， 70 picture books ¥vere lisLed. Among these 70， 
51 ¥^/ere selected as adequate materials ['or the eclucation of' the public concerning social welf'are. 
The 51 picLure books were classif'iecl inLo 26 books in which handicappecl people 01' aninlals 
appear， 13 books in which people or animals of aclvancecl age appear， 6 books in ¥，vhich sick 01' 
inju1'ecl or animals appea1'， ancl 6 bコooksin which ani口malsthat have dif行'erent characterisiics 
f'r勾O口m 0コthersappear. The conclusion clrawn ¥vas that it is necessary to provicle picture books 
thaL 0['(目erconcrete knowledge of minorities as well as allegorical picture books to low agecl 
children 
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